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‘元旦、金木のハ幡宮境内で今年も良い年であるよう 

1 にと願いをこめて、おみくじを結ぶ親子。 

」この日、ハ幡宮には約2000人の参拝者が訪れました。 

r~ /Zflh15.1flNa44 1 巡乏 



●

・
《
《
》
ソ
 
ソ
、・‘
《
 

A
‘《
《z
名
／
レ
‘

d

、
‘
、一
一
 

設
と
し

て
整
備
し

て
き
た

町
営
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
に
設

置
す
る
一

・
八
血
の
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
と

既
存
の
夜
間
照
明
設
備
の

改
修
が
終

了
、
今
冬
よ
り

本
格
的
に
ジ
ャ

ン
プ
、
距

離
、
そ
し
て
ジ
ャ
ン
プ
と

距
離
を
合
わ
せ
た
複
合
競

技
に
対
応
で
き
る
施
設
が

完
成
、
小
学
生
を

対
象
と

し
た
各
種
大
会
が

開
催
さ

れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
 

県
内
外
よ
り
南
中
飛
行
隊

と
言
わ
れ

た
金
木
南
中
学

校
ス
キ
ー
部
ジ
ャ

ン
プ
陣

の
復
活
を
大
に

期
待
す

る

も
の
で
す
。
 

広飯か倉ぎγ鉾7月署叫  

一
 
一
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詩
＼
 

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し

い
平
成
十

五
年
の
新

春
を

御
家
族
お
揃
い
で

お
健
や

か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
 

「
 
。
 
 今

年
は
財
藤
巌
げ

い
折

柄
な
が

ら
、
太
宰
治
記
念

館
「
斜
陽
館
」
ゃ
「
津
軽
 

」
味
線
会
館
」
な
と
き
観
 

!f
 

光
立
町
を
政
策
と
も
で
「推
 

鷺
恐灘
鱗
 

”
緯
舞
一
 

室
が
薄
暗

い
状
態
で
、
観

光
客
や
鉄
道
の

利
用
客
か

ら
の
苦
情
が
多

い
古
い
タ

イ
プ
の
ト
イ
レ
が
あ
り
、
 

悪
臭
が
激
し
く
、
不
人
気

で
あ
り
ま
し

た
が
、
新
駅

舎
は
、
水
洗
化
を
図
る
と

と
も
に

一
階
部
分
に
駅

事

務
室
と
待
合
室
を
配
置
し

観
光
案
内
所

の
役
割
を
持

ち
、
そ
れ
で
い
て
地
域
住

民
が
憩
え
、
集
会
所
と
し

て
も
利
用
で
き
る
交
流
プ

ラ
ザ
（
仮
称
）
を
駅舎
二
階

に
整
備
、

こ
の
こ
と
に
よ

り
観
光
地
と
し

て
核
が
で

き
る
も
の
と
期
待
す

る
と

と
も
に
、
観
光
客
の
増
加

が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら

観
光
施
設
整

備
を
推
進
し

て
行
き
、
今
ま
で
埋
も
れ

て
い
た
新
た
な
観

光
資
源

発
掘
に

つ
な
げ
て
い
け
れ

ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

平
成
十
二
年
度
か

ら
個

性
と
活
力
に
満
ち
た
雪
国

創
造
事
業
に
よ
る
新
雪
施
 
 

し
た
ト

マ
ト
や
ね
ぎ
の
作
 

ユリ
片
ム
」
、
、
 フ
「、
 
」
「し
、
 パ＋よ
し
 

ハ
し
ょ
遣
瑚
裂寿
洛
也
寺
」
采
D
 

収
穫
量
を
増
大
さ
糾
画
辰
業

所
得
の
向
上
を
図

る
ど
と

も
に
、
転
作
今
の
“協
力
の
 

ー
つ
の
転
機
ど
な
っ

た
生

産
調
整
協
力
奨
励
「塗
父
付
 
 

の
最
終
年
と
な
り
、
年
間

交
付
額
を
約
一
千
万

円
と

見
込
ん

で
お
り
、

こ
の
こ

と
で
さ
ら
に
転
作
協
力
へ

自
発
心
を
惹
起
で
き
る
も

の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
 

生
活
環
境
の
整
備
に

つ

い
て
は
、
広
範
な
車
社
会

へ
の
対
応
と
し

て
交
通
安

全
や
冬
期
の
快
適
な
生
活

を
維
持
す
る
た
め
、
防
雪

柵
設
置
を

図
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
老
朽
化
し

た
町

営
住
宅

の
建
替
え
等
を

実

施
す
る
た
め
、
今
年
は
用

地
取
得
に
着
手
し
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
高
齢
化
社
会

の

到
来
に
対
応
し
た
福
祉
政
 

お
り
ま
す

の
で
、
町
民
の

皆
様

の
ご
指
導

の
程
宜
し
 

ノ
、
い
」
～
菊m
戸
羽

I
・
し
上
ェJ
＋
よ
十u七
c
 

終
わ
り
に
、
肝
（
飛「D
比自
 

騒
周十
」
グ
叫
囲
風
旧
併”
 
」舗
問
タ
（ノ
話
斗
 

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
ト

げ
ま
し

て
、
年
頭
の
ご

あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 

葡‘I 

》履
 

・

曜
一
 

(
 

編
駈
曜
譲
瞬
露鷲
務
鍵
難
髪
製
 

聾
作
が
巾
心
で
あ
る
こ
と
は
一
、
 町
樹
合
儀
問
題
を

も
踏
ま

も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
ふ
」
 
えて
、
町
政
の
舵
取
り
を

ハ
ウ
ス
を
積
足
辿
的
に活
用
」
』
 し
て
い
き
た
い
と
老
J、
兄て
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一
 

議
長
 
三
潟
 
春

樹
 

新
春
を
迎
え
、
町
議
会

を
代
表
し
町
民
の
皆
様
方

に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
 

昨
年
、
県
内
で
は
リ
ン

ゴ
の
無
登
録
農
薬
の
使
用

に
よ
り
、
農
薬
を
使
わ
な

い
リ
ン
ゴ
農
家
に
も
多
大

の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

幸
い
に
も
、
そ
の
後
安

全
官
三
ロ
が出
ま
し
た
が
、
 

野
菜
や
果
樹
と
全
国
各
地

で
こ
の
農
薬
の
使
用
が
判

明
し
、
当
町
で
は
使
用
し

た
農
家
は
い
な
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
今
後
生
産
者

は
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
 

辞
 

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

一
方
国
外
で
は
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
米
国
を
支

援
す
る
た
欧

一
海上
自
衛

隊
の
艦
船
編
派
遣
さ
れ
、
 

そ
れ
に
続
馴
ラ

ク
で
の

大
量
破
壊
丘
《器
一の
査
察
が

始
ま
る
な
ど
中
東
情
勢
は

緊
迫
化
し
て
お
り
言
す
。
 

又
、
テ
ロ
ー
組
織」
ァル
カ

イ
ダ
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

爆
弾
テ
ロ
事
升
為
世
界
の

各
地
で
発
生
』
、
 骨
本
人

に
も
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
 

日
本
国
内
で
 

ど
こ
で
発
生
す
 

れ
ま
せ
ん
の
で
 

に
お
出
か
け
の
際
 

し
て
い
た
だ
き
た

い
ま
す
。
 

さ
て
、
平
成
十
五
年
 

“磐
れ
託
鉦
 

を
踏
ま
え
金
木
川
の
改
修

工
事
が
一
年
で
も
早
く
完
 

成
す
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
 

県
道
展
風
笛
内
真
部
線
の
 

う 

通
年
通
行
が
可
能
と
な
る

よ
う
国
、
県
に
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
 

又
、
町
村
合
併
問
題
に

つ
い
て
は
、
鳴
海
町
長
が

昨
年
の
十
二
月
九
日
の
議

員
全
員
協
議
会
で
、
二
町
 

んで初春の 

ュl、ます 

法
定
協
議
会
を
設
置
 

よ
う
働
き
か
け
 

っ
て
お
り
ま
す
。
 

牽

谷

禾
乃
八
 

副
議
長
 

上
に
非
常
に
厳
し

「い
」
・
二
 

す
。
 

最
後
に
、
町
民
各
位
の
 

〕一
健
勝
と
ご多
幸
を
祈
念
 

で
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
 

ま
す
。
 

晦
”
 

一轟
翫
 

古
 
川
 

小
田
 桐 田一営ー田 口 藤 中 元 

一l
l切広鞭か客ぎ悠窄γI 1母  

二
村
の
方
向
性
を
 

し
ま
し
た
の
で
、
 

平
 成
十
五
年
度
の
町
 

財
政
状
況
は
、
今
ま
 

で
す
が
、
議
会
と
し
て
も

町
発
展
の
た
め
町
民
の
皆
 

一
様
方
の負
託
に
応
え
て
い
 

「
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
 

茂
 滋

一
 

利
 

永 賢 洋 幸 一 l】、1’】 

穂 寛 隆 慈 一 子 治 昇 彦 
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金木川の 8、キロほど上流に位置する八の

字型で標高175 mの馬禿山。この中腹にあ
る赤土は、義経一行の馬の足跡で禿げたと

するものや、一行の船が衝突してできたも

のと伝えられている。 

、I また、昔日本海を航行した船頭たちがこ

の禿山を目印にしたといわれている。’J 

鹿の子ダムの北側にあり馬 
ぐ禿山の近くに位置し、屋根の”、 

形に似ていることから屋形森 

山と呼ばれている山がある。 

徒歩で15分ぐらい昇った頂 

上には、大小の岩が点在して 
いる中に、畳約 2 畳ほどの広 

さで高さ約 3nlはある巨石が、 

木々に囲まれてそびえ立って 
いる dJ ’一” 
この巨石が鹿の子の弁慶岩 

と日乎ばれ、弁慶が担ぎ上げた 

、ものと言い伝えられている。 

ち
ぼ

う
 

智
謀
と
武
力
に
秀
で

た
武
将
と
し

て
平
家

一
門
打
倒
の
功
労

者
で
あ
り
な
が
ら
、

の
ち
に
鎌
倉

幕
府
征
夷
大

将
軍
と
な
っ

た

兄
の
頼
朝
に

追
わ
れ

る
身
と
な
っ

た
源
義
経
。

歴
史
上
で
は
、
 

弁
慶
ら

と
と
も
に
奥
州

平
泉
に
落

ち
延
び

た
が
、

こ
の
地
に
お

い
て
襲
わ
れ
三
十
一
歳

の
若
さ
で
自
殺
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。
 

し
か
し
、
伝
承
で
は
、

義
経

一
行
は
宮
古
浄
土
ケ

浜
よ

り
船
 

（
一
説
に
は
陸
路
と
あ
る

）
で
太
平
洋
沿
岸
を

北
上
し

八
戸

へ
。
 

さ
ら
に
北
を

目
指
し

て
六
ケ
所
、
そ
し

て
青
森
を
訪
れ
た
お
り

に
十
三
湊
か
ら
迎
え
が

あ
り
同
地
を
訪
れ

て
い
る
。
そ
し

て
蝦

夷
を
目
指
し
た
義
経
一
行
は
、

三
厩
か
ら

海
を
渡

り
蝦
夷
松
前

に
着
い

た
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
足
取
り
を
裏

付
け

る
か

の
よ

う
に
岩

手
・
青
森

・
北
海
道
に

た
く
さ
ん
の
伝
説
や

遺
跡
が

あ

る
。
 

金
木
町
に
お
い

て
も
、
義
経
一
行
に
よ
り
山

の
一
部
が

禿
げ

た
と
さ
れ

る
馬
禿
山
、

弁
慶
が
山

の
頂
上
に

担
ぎ
上
げ
た
と
い

う
鹿
の
子
の
弁
慶
岩
な
ど

が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
 



町長とVIC・ウーマソとの語る会 

土岐 和子さん 

（嘉 瀬） 

嘉瀬の加工部で、 
豆腐、味噌などの
農産物加工に取り
組んでいる i いる 

（金 木） 

農村環境づくりや 
的に参加し、農協 i生活改善グルーブ i生活改善グループ 

~員として活動して 

角田 和子さん 角田 和子さん I 竹内久美子さん 

（金 木） 

各種研修会に積極 I 農村環境づくりや 

若手女性部の育成~員として活動して
に取り組んでいる i いる 

中谷 ミツさん~ 

（川 倉） 

川倉農産物加工部~ 
会として手打ちそ i 
ばづくりに挑戦し I 
ている 

川口 恵子さん 

（蒔 田） 

生活改善グループ
リーダーとして、 
家族経営協定など
に取り組んでいる 

白川 セツさん I 
（沢 部） 

津軽北部農協の女性 I 
部長として活動し、 i 
花いっばい運動など I 
で頑張っている 

	ノ 

／
・・／

ー
 

今
後
の
農
村
女
性
活動
や
 

・

地
域
活
性
化
の
推
進
に
つ
い
て
 

金木町のVIC・ウーマソ6名の活動等を紹介しま弓0 

M
ウ
 

金
木
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
 

ー
（
所
長

n
大
寺
久
蔵
）
が
主
催
し

た
町
長
と

V
i
c

・
ウ
ー
マ
ン
と
の

語
る
会
が
十
一
月
十
五
日
、
役
場
さ

く
ら
の
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

町
の
農
村
女
性
活
動
や
地
域
活
動

の
現
状
を
町
長
に
紹
介
し
、
活
動
を

理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
今
後
の

女
性
活
動
や
地
域
活
性
化
活
動
に
つ

い
て
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
、
V

・1
 

c
・
ウ
ー
マ
ン
と
し
て
の
活
動
の
方

向
性
、
役
割
に

つ
い
て
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
、
町
内
の

V
i
C

・
ウ
ー
 

マ
ン
五
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

鳴
海
町
長
は
講
話
で
「
昨
年
、
今

年
と
地
方
交
付
税
が
二
億
円
近
く
削

減
さ
れ
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
市
町

村
合
併
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
態

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
米
生
産
農
家

も
収
穫
後
の
支
払
い
が
で
き
な
い
状

況
に
あ
り
、
商
店
街
も
空
洞
化
し
つ

つ
あ
り
ま
す
b
 V
i
C

・
ウ
ー
マ
ン

と
し
て
、
農
家
の
若
い
人
た
ち
に
夢

と
希
望
を
あ
た
え
る
指
導

・
ァ
ド
バ

イ
ス
を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
農
村
女
性
が
組
織
す
る
 

団
体
と
家
族
経
営
協
定
及
び
男
女
共
 

同
参
画
の
現
状
説
 

明
。
V
i
C

・
ウ
 

ー
マ
ン
が
そ
れ
ぞ
 

れ
の
活
動
を
発
表
 

し
ま
し
た
。
 

座
談
会
に
入り
、
 

出
席
者
か
ら

「
マ
 

デ
ィ
ニ
ー
前
で
の
 

直
売
は
観
光
客
が
 

多
く
よ
く
売
れ
て
 

い
る
が
、
寒
く
て
 

大
変
な
の
で
防
寒
 

対
策
を
お
願
い
し
 

た
い
」
 
「海
外
研
 

修
は
勉
強
に
な
る
 

の
で
、
若
い
人
た
 

ち
に
も
経
験
さ
せ
 

て
ほ
し

い
」
 
「
町
 

の
加
工
品
を
知
ら
 

な
い
人
が
多
い
の
 

で
消
費
者
と
の
交
流
会
が
あ
れ
ば
よ
 

い
」
と
の
要
望
に
、
鳴
海
町
長
は

「厳
 

し
い
財
源
で
す
が
地
域
活
性
化
に
向
 

け
て
、
で
き
る
だ
け
努
力
し
ま
す
」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 
 

ー 	 地域のよりよい「農林水産業とくらしを指揮する女性 

リーダーを意味し、優れた地域活動の実績を持つ農山漁村女性リーダーを町が推薦し県が認

定した方のこと。 

×
 
屋
 

届
て
 

広鞭かなぎγ昼餌γ月骨 


